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列弓の長径,幅 径等を計測 した。側面頭部X線 規














歯列弓形状 を維持 した まま歯列弓形態は小 さく
なった。
結 論:小 臼歯抜去 を併用 したプ リアジャス
テ ッドアプライアンス治療による上顎歯列弓の尖
形化は,前 歯部叢生 を解消するために犬歯間幅径
を維持 したまま歯列弓前長径 を増加す ることに




審査会 は平成18年12月28日に開催 され,申 請
者から論文内容の説明があり,ひ き続 き質疑応答
が行われた。委員か らは,1)対象資料の選択基準,
2)プ リプォームワイヤーの形態 とプ リァジャス
テッドアプライアンス装置の作用,3)歯 列弓形
態の人種差,な どについて質問があり,いずれも












せて外国語(英 語)の 試験 を実施 した結果,相 当
の読解力を有 しており合格 と判定 した。
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